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スギヤ創業3 0 年謝恩セール装苑のショーから

ス
、
ス
テ
ン
レ
ス
づ
く
り
の
シ

ャ
ー
プ
な
イ
ン
テ
リ
ア
。
商
品

は
、
サ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン
を
中
心

に
ギ
・
ラ
ロ
ー
シ
ュ
、
ア
ル
フ

ー
ノ
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
、
リ
ゾ
ン
ポ

ン
フ
イ
ク
、
ミ
ッ
ク
マ
ッ
ケ
ヘ

フ
リ
ン
ト
ロ
ッ
ク
、
ペ
プ
ｅ
ｔ

☆
い
こ
い
の
広
場

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

７
月
配
日
宮
崎
神
戸
市
長
の

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
、
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ
の
低
層
部
分
（
地
下
一

階
地
上
二
階
）
の
一
五
○
店
舗

が
オ
ー
プ
ン
。
京
町
筋
側
に
つ

く
ら
れ
た
、
吸
き
抜
け
の
中
央

広
場
の
ガ
ラ
ス
の
大
屋
根
か

ら
、
真
夏
の
光
が
ま
ば
ゆ
く
ふ

り
そ
そ
い
で
い
ま
し
た
。
新
し

い
店
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
。

ベ
ニ
ヤ
・
エ
ル
ベ
鏡
、
ガ
ラ

㈱
ボ
ン
ヌ
ー
ル
写
真
室
杉
尾
友
士
郎
ス
タ

ジ
オ
圏
２
５
２
１
０
０
６
９

新
川
会
館
か
ら
国
道
２
号
線
を
２
０
０
”

東
へ
山
側
、
三
宮
束
ピ
ル
２
Ｆ

神戸百店会
だより

と
こ
ろ
。
ほ
か
に
カ
フ
ス
、
ア

ス
コ
ッ
ト
タ
イ
を
ど
の
雑
貨

も
。
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
シ
ャ

ツ
は
、
国
際
会
館
店
の
方
へ
。

ベ
ル
は
三
つ
の
ス
ペ
ー
ス
・

「
ケ
ー
キ
サ
ル
ー
ン
」

ち
ょ
っ
と
高
級
な
感
じ
の
ケ

ー
キ
が
種
類
多
く
め
し
あ
が
れ

ま
す
。
１
Ｆ
。

「
グ
ラ
ン
ド
カ
ン
パ
リ
」

ピ
ッ
ッ
ァ
ハ
ウ
ス
。
ピ
ア
ノ
の

演
奏
ほ
か
音
楽
が
自
慢
で
す
。

「
バ
ッ
ク
ス
チ
ユ
ー
ベ
・
ベ

ル
」パ

ン
エ
場
つ
き
パ
ン
屋
さ
ん
。

い
つ
も
焼
き
立
て
の
お
い
し
い

パ
ン
が
買
え
ま
す
。
Ｂ
１
Ｆ
・

☆
杉
尾
友
士
郎
さ
ん

ス
タ
ジ
オ
新
設

ボ
ン
ヌ
ー
ル
写
真
室
で
意
欲

的
な
写
真
を
撮
っ
て
い
た
杉
尾

友
士
郎
さ
ん
が
７
月
１
口
新
し

く
ス
タ
ジ
オ
を
開
き
ま
し
た
。

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
写
真
一
般
を
あ

い
承
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
、
と
の
こ
と
で
す
。

杉
尾
さ
ん
は
本
誌
「
神
戸
の
デ

ィ
テ
ー
ル
」
で
毎
号
シ
ャ
ー
プ

な
腕
ま
え
を
見
せ
て
い
ま
す
。

☆
上
島
瑚
誹
本
社
の
北
九
州
支
店
が
、

６
月
鍋
日
新
社
屋
に
移
振
し
ま
し
た
。

新
し
い
住
所
は
、

北
九
州
市
小
倉
北
区
日
明
一
丁
目
皿

蛮
（
０
９
３
）
５
９
１
．
２
６
８
７

☆
カ
ス
カ
ー
ド
（
パ
ン
と
喫
茶
）
と
ニ

ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
神
戸
百
店
会
に

新
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

☆
あ
き
ら
美
容
室
で
は
神
戸
っ
子
グ
ラ

ピ
ア
ペ
ー
ジ
の
カ
ッ
ト
の
モ
デ
ル
に
な

っ
て
く
だ
さ
る
方
を
藻
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ
は
雪
２
２
１
１
９
０
８
０

ｃ
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
で
ク
ー
ル
で

洗
練
さ
れ
た
お
し
ゃ
れ
を
こ
こ

ろ
ざ
す
貴
女
に
ぴ
っ
た
り
の
も

の
が
見
つ
か
り
そ
う
。

装
苑
い
つ
も
女
ら
し
く
エ
レ

ガ
ン
ト
な
装
苑
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

デ
ィ
オ
ー
ル
の
も
の
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。
大
丸
前
本
店
よ
り

い
く
ぶ
ん
手
頃
に
買
え
、
し
か

も
し
ゃ
れ
た
プ
レ
タ
を
、
と
い

う
店
の
話
。
ほ
か
に
舶
来
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
楽
し
い
ア
ク
セ
サ

リ
ー
も
豊
富
。
象
牙
の
も
の
な

ど
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
も
の
も
。

芸
夢
ブ
ラ
ウ
ス
、
ロ
ン
グ
ド

レ
ス
な
ど
可
愛
い
洋
品
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
さ
い
ふ
、
コ
ン
パ

ク
ト
…
…
女
性
な
ら
選
ん
で
い

る
だ
け
で
嬉
し
く
な
る
も
の
が

い
っ
ぱ
い
。
こ
の
夏
流
行
の
ブ

レ
ス
レ
ッ
ト
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
銀
の
な
ど
ア
メ
リ
カ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
た
く
さ
ん
。

大
和
屋
シ
ャ
シ
大
和
屋
オ
リ

ジ
ナ
ル
シ
ャ
ツ
と
ネ
ク
タ
イ
の

店
。
シ
ャ
ツ
は
量
産
で
な
い
の

で
、
一
般
既
製
の
品
の
よ
う
に

あ
ら
ゆ
る
サ
イ
ズ
が
そ
ろ
っ
て

い
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
シ
ニ
ア
向
け
と
い
う

、
６
８
６
０

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
ト
ア
ロ
ー
ド
に
木
店
が
あ
り
、
カ
ジ

ュ
ア
ル
な
ス
カ
ー
ト
や
カ
ラ
フ
ル
な
ド

レ
ス
で
女
性
に
人
気
の
あ
る
ス
ギ
ヤ
が

創
業
訓
年
を
む
か
え
ま
し
た
。
六
甲
、

芦
屋
か
ら
宝
塚
、
梅
田
、
東
京
の
池

袋
、
宇
都
宮
と
支
店
も
広
が
り
ス
ギ
ャ

フ
ァ
ン
の
女
の
子
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
ま
す
。
７
月
５
，
６
日
に
は
感
謝
の

き
も
ち
を
こ
め
て
、
パ
ウ
リ
ス
タ
で
謝

恩
セ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

’
3５

杉尾友士郎さん

☆
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
装
苑
恒
例
の
、

今
年
秋
冬
新
作
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
示

会
が
７
月
Ｍ
日
か
ら
３
日
間
一
三
１
ポ

ー
ト
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
な
が
ら
ブ
ル
ー
や
ピ
ン
ク
、

赤
の
き
れ
い
な
色
づ
か
い
、
カ
ラ
フ
ル

な
プ
リ
ン
ト
の
、
や
さ
し
い
シ
ル
エ
ッ

ト
の
コ
ー
ト
、
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
の
作
品
は
、
白
黒
の
千
鳥
格
子

（
右
）
、
赤
無
地
（
左
）
の
コ
ー
ト
。
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嵯峨御流いけばな展の会塙

い
存
在
で
あ
っ
た
あ
じ
さ
い
ば

か
り
の
花
展
。

あ
じ
さ
い
は
水
あ
げ
が
悪
く

毎
日
い
け
直
す
と
い
う
苦
労
も

あ
る
そ
う
だ
が
、
花
の
色
が
白

色
か
ら
淡
青
色
に
変
化
す
る
と

い
う
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
こ
の
花

が
、
市
民
の
花
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
の
を
示
す
か
の
よ
う

に
、
会
場
は
連
日
超
満
員
の
人

出
。
嵯
峨
御
流
神
戸
司
所
の
吉

田
泰
己
先
生
の
花
を
愛
す
意
気

込
み
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
花

展
で
も
あ
っ
た
。

☆
ピ
ア
ノ
教
育
に
新
体
系

神
戸
で
公
開
講
座
開
か
れ
る

早
期
教
育
と
し
て
の
ピ
ア
ノ

の
練
習
も
今
や
一
般
的
で
あ
る

が
、
練
習
法
の
古
さ
や
誤
っ
た

指
導
法
に
多
く
の
矛
盾
や
困
難

を
感
じ
た
ま
ま
教
育
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
。

現
在
世
界
的
に
評
判
の
高
い
ピ

ア
ノ
メ
ソ
ー
ド
を
開
発
し
た
ア

メ
リ
カ
の
バ
ス
テ
ィ
ン
夫
妻
が

来
日
し
、
八
月
二
十
一
日
、
新

し
く
ピ
ア
ノ
の
名
器
ス
タ
ン
ウ

ェ
イ
を
入
れ
た
神
戸
国
際
会
館

５
階
小
ホ
ー
ル
で
「
バ
ス
テ
ィ

ン
公
開
誹
座
」
が
開
か
れ
る
。

夫
妻
は
ア
メ
リ
カ
・
テ
ュ
ー
レ

ン
大
学
を
は
じ
め
音
楽
教
育
を

つ
と
め
な
が
ら
、
作
曲
家
・
ピ

は
道
行
く
人
が
気
軽
に
腰
を
下

ろ
し
て
あ
じ
さ
い
を
観
賞
で
き

る
よ
う
に
花
亜
の
ワ
ク
か
ら
石

が
は
み
出
て
た
り
、
須
磨
の
は

斜
面
の
起
伏
に
添
っ
て
渦
巻
き

状
に
石
だ
た
み
を
敷
い
た
花
垣

だ
っ
た
り
、
彫
刻
と
あ
じ
さ
い

が
共
存
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
花
垣

で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
同
じ
く
選
定

五
周
年
記
念
行
事
の
一
つ
で
、

嵯
峨
御
流
い
け
ば
な
展
の
「
あ

じ
さ
い
を
い
け
る
」
（
七
月
五

日
’
十
一
日
）
神
鉄
会
館
、
神

鉄
一
番
街
の
オ
ー
プ
ン
記
念
も

兼
ね
て
の
会
場
は
、
ブ
ル
ー
を

基
本
に
、
今
ま
で
い
け
ば
な
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
し
た

☆
神
戸
市
民
の
花
あ
じ
さ
い
に

関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
ニ
題

神
戸
市
民
の
花
に
あ
じ
さ
い

が
決
ま
っ
て
五
周
年
。
そ
の
記

念
行
事
の
一
つ
と
し
て
。
「
環

境
造
形
Ｑ
」
（
山
ロ
牧
生
・
増

田
正
和
・
小
林
陸
一
郎
）
が
市

内
五
ケ
所
に
あ
じ
さ
い
花
触
を

つ
く
っ
た
。

神
戸
新
聞
社
と
農
林
中
央
金

庫
が
同
グ
ル
ー
プ
に
発
注
し
た

も
の
だ
が
、
国
鉄
三
宮
駅
前
、

六
甲
・
有
馬
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山

頂
カ
ン
ッ
リ
ー
駅
前
、
須
磨
浦

山
上
遊
園
、
神
戸
電
鉄
本
社
ビ

ル
前
、
王
子
動
物
園
東
側
の
５

ヶ
所
に
は
、
彫
刻
と
あ
じ
さ
い

が
周
り
の
情
景
に
マ
ッ
チ
し
た

花
埴
が
出
現
。
神
鉄
ビ
ル
前
の

あ
な
た
の
友
人
・
知
人
の
誕
生
日
に

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
が
、
わ
た

し
た
ち
の
町
の
神
戸
で
誕
生
し
た
の
が

昭
和
四
十
年
五
月
八
日
で
す
。

本
年
で
十
周
年
を
迎
え
記
念
行
事
と

し
て
、
三
月
に
作
家
水
上
勉
さ
ん
を
迎

え
て
の
講
演
会
、
五
月
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー

さ
ん
ち
か
で
重
症
児
施
設
の
写
真
展
を

開
仙
い
た
し
ま
し
た
。
地
元
神
戸
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

十
一
年
目
を
迎
え
た
本
運
動
の
減
が

い
の
ひ
と
つ
は
、
地
元
の
神
戸
で
、
こ

の
運
動
が
も
っ
と
も
っ
と
各
家
庭
へ
深

く
は
い
り
こ
ん
で
ほ
し
い
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
全
市
民
の
方
に
こ
の
運
動
を

知
っ
て
も
ら
い
、
障
害
児
の
問
題
を
他

人
ご
と
と
し
な
い
で
、
自
分
の
問
題
と

し
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
念
願
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
神
戸
っ
子
」
の
続
者
の
み

な
さ
ま
の
特
別
の
ご
協
力
を
お
ね
が
い

い
た
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
な
た
の
友

人
、
知
人
の
誕
生
日
を
機
会
に
本
運
動

へ
の
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ

い
。
具
体
的
に
は

Ａ
あ
な
た
の
友
人
、
知
人
の
誕
生
日
の

献
金
を
あ
な
た
の
手
で
本
運
動
か

ら
、
き
れ
い
な
運
動
参
加
カ
ー
ド
を

あ
な
た
の
名
前
を
つ
け
て
送
り
ま

す
。

Ｂ
あ
な
た
の
友
人
・
知
人
の
氏
名
と
住

所
と
誕
生
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
本
運
動
か
ら
ご
連
絡
い
た
し
ま

す
。

鐸翻$ 識鐙Ｆ

須磨浦1 1 1 1 . 群岡のあじさい花壇

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
の
一
の
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
（
郵
便
局
の
前
）

電
話
二
五
一
－
八
一
六
一
内
線
三
一
六

バステイン夫妻

１
３６

誕
生
日

あ
り
が
と
う
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動
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理
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
フ
ィ
ル
ム

制
作
、
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
シ

ョ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
と
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
左
ど
多
方
面
に
わ
た

つ
活
動
し
て
い
る
。

’
3７

ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
蹴
。
そ
の

経
験
か
ら
ピ
ア
ノ
指
導
体
系
を

確
立
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、
ピ
ア
ノ
の

先
生
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
や
父

兄
、
そ
の
他
音
楽
教
育
に
関
心

の
あ
る
人
々
に
ピ
ア
ノ
に
限
ら

ず
音
楽
の
指
導
お
よ
び
学
習
に

大
き
た
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
、
転

換
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

☆
ア
メ
リ
カ
学
生
バ
ン
ド
が

神
戸
ヤ
マ
ハ
に
末
演

去
る
６
月
配
日
、
ア
メ
リ
カ

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ニ
ュ
ー
ア

ー
ク
高
校
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
が
元

町
１
番
街
の
神
戸
ヤ
マ
ハ
ス
タ

ジ
オ
５
に
来
浪
。
「
誕
生
し
た

ば
か
り
の
バ
ン
ド
左
の
で
、
技

術
的
に
未
熟
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
み
ん
な
一
生
懸
命
ジ
ャ
ズ

を
演
奏
し
ま
す
。
」
と
い
う
指

導
者
の
リ
チ
ャ
ー
ド
。
パ
ン
チ

ョ
ス
氏
は
豊
か
な
音
楽
歴
を
持

つ
人
で
、
さ
す
が
本
場
を
感
じ

さ
せ
る
楽
し
い
フ
ル
バ
ン
ド
ジ

ャ
ズ
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
こ

の
バ
ン
ド
は
、
日
本
の
学
生
の ）

よ
う
な
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
な

巴
く
、
毎
日
の
授
業
課
目
と
し
て

行
な
わ
れ
る
も
の
。
学
生
た
ち

）
は
ジ
ャ
ズ
を
演
奏
す
る
こ
と
に

〈
よ
っ
て
単
位
を
取
得
し
て
い
る

心
と
い
う
か
ら
う
ら
や
ま
し
い
。

ロ
そ
し
て
村
野
工
業
高
校
フ
ル
バ

ト
ン
ド
が
歓
迎
の
意
味
を
込
め
て

払
負
け
な
い
演
奏
を
披
露
。
そ
の

籾
素
晴
し
さ
に
パ
ン
チ
ョ
ス
氏
も

大
感
激
。

引
き
続
き
阪
急
少
年
音
楽
隊

隊
長
・
鈴
木
竹
男
氏
の
乾
杯
音

“
頭
に
よ
っ
て
日
米
交
歓
パ
ー
テ

ノ
ィ
が
開
か
れ
、
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ

ル
ョ
ン
に
興
じ
た
り
、
神
戸
ヤ
マ

グ
ハ
店
長
・
善
積
氏
の
飛
び
入
り

雁
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
驚
い
た
り
、

奴
愉
快
な
時
を
過
ご
し
た
。

和
☆
神
戸
は
我
々
の
活
動
の
場

〈
バ
ク
・
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ

洞
夢
を
食
べ
る
動
物
〃
バ
ク
″

プ
こ
の
バ
ク
・
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
は

狩
神
戸
で
活
動
し
よ
う
と
す
る
人

し
達
に
夢
を
提
供
す
る
仲
間
達
。

ン
今
年
の
３
月
か
ら
北
野
町
、

Ｌ
第
２
ス
カ
イ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一

”
室
を
足
場
に
仕
事
を
始
め
、
正

式
メ
ン
バ
ー
は
３
名
だ
が
、
外

ド
部
ス
タ
ッ
フ
を
、
名
以
上
抱

心
え
、
そ
の
他
「
助
っ
人
」
も
多

読
い
。
シ
ョ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ク
－
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
カ
メ
ラ

ア
マ
ン
、
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
デ
ザ
イ

手
ナ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

季
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
、
キ
ャ

蒲
ス
テ
ィ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
等

熱
々
、
そ
の
顔
ぶ
れ
も
多
彩
だ
。

業
務
も
広
告
及
び
販
売
促
進
代

☆
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

拓
県
展
・
常
設
展
（
前
田
青
祁
と
文
人

画
）
７
／
妬
１
８
／
Ⅳ

☆
南
蛮
美
術
館

南
蛮
紅
毛
工
芸
品
展

８
／
２
１
８
／
劃

★
大
丸
百
貨
店
美
術
画
廊

酒
井
武
一
陶
芸
展
７
／
弧
１
８
／
６

小
さ
な
名
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

８
／
７
１
８
／
ｕ

清
虹
会
日
本
画
展
８
／
Ｍ
ｌ
８
／
四

日
本
画
軸
装
小
品
展

８
／
型
１
８
／
妬

巨
匠
・
大
家
の
名
画
巧
芸
面
展

８
／
配
１
９
／
２

★
さ
ん
ち
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

新
協
美
術
写
真
部
委
員
展

７
／
瓢
１
８
／
５

☆
新
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー

マ
ャ
の
人
間
・
動
物
土
器
展

８
／
３
１
８
／
ｍ

辻
井
一
雄
個
展
・
松
橋
義
雄
個
展

８
／
鐙
１
８
／
羽

☆
Ｋ
Ｏ
Ｏ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

小
さ
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

７
／
理
１
８
／
３

孔
在
熱
二
代

松
山
雅
諜
作
陶
展

８
／
５
１
８
／
Ⅳ

☆
Ｋ
Ｏ
Ｏ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

Ｋ
Ｃ
Ｃ
教
室
作
品
展

７
／
型
１
８
／
理

三
枚
写
真
辿
盟
展
（
甲
賜
学
園
・
県
立

西
宮
高
校
・
松
蔭
女
子
学
園
）

８
銅
／
１
８
／
鯛

☆
白
餌
美
術
館
／
九
月
中
旬
ま
で
休
館

☆
香
雪
美
術
館
／
九
月
下
旬
ま
で
休
館

★
そ
ご
う
神
戸
店
美
術
画
廊

西
洋
古
美
術
母
誼
奉
仕
会

８
／
１
１
８
／
６

日
本
画
洋
画
期
末
奉
仕
会

８
／
８
１
８
／
鯛

高
沢
圭
一
美
人
画
展

８
／
理
１
８
／
”

美
術

ガ
イ
ド

７
月
弱
日
、
摩
耶
観
光
ホ
テ

ル
で
〃
バ
ク
の
パ
ー
テ
ィ
〃
が

開
か
れ
た
が
、
そ
の
主
旨
も

「
神
戸
で
育
っ
た
有
能
な
人

々
、
活
動
的
な
人
々
の
交
歓
の

場
」
と
い
う
こ
と
、
今
後
も
定

期
的
に
開
か
れ
る
。
彼
ら
の
今

後
の
活
躍
に
注
目
し
た
い
。

連
絡
先
・
生
田
区
北
野
町
４
丁
目
卿
の
２

第
２
ス
カ
イ
マ
ン
シ
ョ
ン
４
０
３
号

画
２
３
１
１
３
６
４
５

☆
端
正
な
姿
に
表
現
さ
れ
る

吉
野
杉
ば
し
の
香
り

手
づ
く
り
品
の
人
気
が
続
い

て
い
る
が
、
吉
野
杉
を
使
っ
た

籍
の
手
づ
く
り
職
人
も
年
々
減

少
し
、
今
や
数
え
る
ほ
ど
。
株

式
会
社
「
は
し
ま
ん
」
（
兵
庫
区
）

で
は
、
東
季
利
氏
（
吉
野
郡
下

市
町
）
作
の
吉
野
杉
を
使
っ
た

「
創
作
吉
野
杉
ば
し
逸
品
集
」

を
企
画
、
制
作
し
、
全
国
有
名

百
貨
店
、
全
国
民
芸
品
店
で
頒 パーティー実行委員たち
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「
よ
そ
の
う
ま
や
」

こ
の
う
ま
や
は
陽
当
り
が
よ
』
っ

て
風
も
と
お
り
／
う
つ
ら
う
つ

ら
す
る
に
は
巾
分
な
い
け
ど
／

わ
た
し
の
た
っ
た
一
つ
の
た
の

し
み
の
／
昔
の
夢
を
み
る
の
に

は
明
る
す
ぎ
ま
す
る
「
老
い
た

牝
牛
の
ひ
と
り
ご
と
」
よ
り

海
尻
厳
・
宝
塚
市
諦
荒
神
４
丁
目
即
の
１

鰯
０
７
９
７
１
８
６
１
‐
２
４
５
１

☆
た
ま
ご
焼
き
屋
さ
ん
も

も
と
校
長
先
生
の
市
長
も

箸づくりを描いた木箱

布
さ
れ
て
い
る
。
お
茶
席
に
、

会
席
に
吉
野
杉
の
手
づ
く
り
の

箸
が
品
格
を
か
も
し
だ
し
、
手

づ
く
り
の
味
が
食
膳
を
ひ
き
し

め
る
こ
と
は
う
れ
し
い
。

☆
「
輪
」
詩
集
シ
リ
ー
ズ
６

海
尻
巌
詩
集
刊
行

「
輪
の
会
」
と
し
て
始
め
て

の
海
尻
厳
さ
ん
の
詩
集
が
日
東

館
よ
り
出
版
さ
れ
た
。

表
紙
の
装
順
と
挿
画
は
行
動

美
術
の
貝
原
六
一
氏
。

海
尻
さ
ん
に
と
っ
て
「
詩
集

を
出
す
こ
と
は
、
か
っ
て
は
見

果
て
ぬ
夢
で
あ
っ
た
」
そ
う
だ

3８

☆
レ
ジ
ャ
ー
の
裏
側

夏
の
休
日
と
も
た
れ
ば
い

っ
せ
い
に
、
山
に
海
に
、
ど

っ
と
人
が
出
る
。

悲
し
い
こ
と
は
、
そ
の
報

道
と
同
時
に
必
ら
ず
揃
ま
し

い
犠
牲
者
が
で
る
こ
と
だ
。

と
く
に
、
海
で
の
犠
牲
者
が

花時計

【
○
国
向
も
○
の
弓

☆
彫
刻
家
の
新
谷
沢
子
さ
ん
が
、
ア
メ

リ
カ
よ
り
帰
神
。
し
ば
ら
く
滞
在
し
て

秋
に
は
、
誘
紀
、
沢
子
、
映
子
の
兄
妹

三
人
展
な
間
く
予
定
。
ま
た
七
月
十
九

日
蕊
紀
さ
ん
の
二
女
が
誕
生
ノ
パ
ト

リ
ッ
ア
さ
ん
お
め
で
と
う
ノ
．

☆
竹
田
洋
太
郎
夫
人
紀
子
さ
ん
が
、
二

人
の
お
雄
さ
ん
の
夏
休
み
で
一
重
Ｉ
ヨ

ー
ク
よ
り
帰
神
。
万
奈
ち
ゃ
ん
は
お
母

さ
ん
よ
り
せ
い
た
か
の
っ
ぽ
で
す
。

☆
ピ
ー
ジ
ー
ピ
ー
の
チ
ャ
コ
ヒ
と
高
山

房
子
さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
「
風
と
共
に

去
り
い
」
で
名
高
い
ア
メ
リ
カ
、
ア
ト

ラ
タ
ヘ
旅
立
ち
、
三
カ
月
滞
米
。
お
友

達
の
店
で
唄
う
と
か
。
大
き
な
大
き
な

国
の
緑
の
町
で
、
す
べ
て
ユ
ッ
ク
リ
ュ

ッ
ク
リ
。
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
み
た
い
な

菱
の
毛
、
ス
イ
カ
の
よ
う
な
お
な
か
、

な
ん
か
と
っ
て
も
の
ど
か
な
町
だ
そ
う

で
す
よ
。

☆
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ド
ッ
ク
の
月
乃
桂
子
さ

ん
は
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
世
界
大
会
が

８
月
中
旬
ア
テ
ネ
で
開
か
れ
尋
日
本
代

表
と
し
て
実
技
公
開
発
表
さ
れ
ま
す
。

☆
丸
山
印
刷
Ｋ
Ｋ
気
山
茂
社
長
）
て

は
七
月
二
十
二
日
宝
殿
工
場
を
完
成
さ

れ
ま
し
た
。
所
在
地
は
、
兵
庫
県
高
砂

十
災
閏
町
神
化
師
ノ
ー
（
山
陽
本
熱
宝

殿
駅
北
側
）
〒
６
７
６
露
（
○
七
九

四
）
三
二
－
一
五
二
笑
代
表
）

☆
音
楽
芸
能
の
企
画
や
興
業
、
催
物
、

音
楽
教
室
の
経
営
と
運
営
管
理
を
行
う

「
サ
ン
企
画
Ｋ
Ｋ
」
が
こ
の
程
発
足
。

山
崎
浩
平
、
臣
平
さ
ん
兄
弟
が
取
締
役

と
し
て
活
離
さ
れ
ま
す
。
〒
５
３
０
大

阪
市
北
区
幹
隙
町
詔
テ
ィ
シ
マ
ピ
ル
霧

（
○
六
）
三
五
四
’
○
五
九
一

★
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
森
田
譲
士
さ
ん
か
ら

大
阪
蔀
務
所
の
新
設
の
お
知
ら
せ
。
〒

５
４
２
大
阪
市
南
区
西
諦
水
町
胡
江
川

直
ピ
ル
覇
（
○
六
）
二
五
一
’
二
○
一

○
チ
ー
フ
江
尻
博
信
さ
ん
。

★
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
清
村
仁
司
さ

ん
が
駆
務
所
を
移
転
。
〒
６
５
８
神
戸

市
東
灘
区
本
山
中
町
３
丁
目
１
ノ
５
画

（
○
七
八
）
四
五
一
’
六
○
○
四

醤

#３１
マ

そ
れ
ぞ
れ
の
〃
顔
″
の
さ
ま

ざ
ま
の
表
情
。
人
の
歩
ん
で
き

た
人
生
の
重
み
、
綾
を
み
せ
て

そ
れ
ぞ
れ
に
味
わ
い
深
い
。

お
と
な
り
の
明
石
、
躯
万
市

民
の
な
か
の
帥
人
の
顔
を
、
絵

と
筆
で
描
き
出
し
た
「
明
石
の

顔
」
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は

神
戸
新
聞
明
石
の
ペ
ー
ジ
に
一

年
間
連
戦
し
た
も
の
を
一
冊
の

本
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
取
材

執
筆
は
神
戸
新
聞
社
明
石
総
局

の
井
上
照
弥
記
者
。
老
若
男
女

を
斬
る
筆
は
心
や
さ
し
い
。
ま

ん
が
家
丘
あ
っ
し
さ
ん
の
絵
も

暖
か
い
。
職
人
、
僧
侶
、
先
生
、

芸
術
家
．
．
…
．
み
ん
な
、
い
い
顔

し
て
い
る
。

明
石
の
顔
Ｉ
神
戸
新
聞
社
明
石
総
局
発

行
。
錦
ペ
ー
ジ
。
五
五
○
円
。

海尻厳さん

が
、
こ
の
詩
集
を
紐
解
け
ば
、

ど
の
詩
か
ら
も
、
素
通
り
で
き

な
い
何
か
が
に
じ
み
だ
す
。

多
い
の
が
目
立
つ
。

海
や
川
の
レ
ジ
ャ
ー
は
楽

し
い
、
し
か
し
、
そ
こ
に
は

大
自
然
の
厳
し
さ
が
待
ち
か

ま
え
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で
一

瞬
の
う
ち
に
人
の
命
を
の
み

こ
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
犠
牲
者
に
は

お
さ
な
子
が
多
い
。

恐
ら
く
学
校
な
ど
で
は
こ

ん
な
事
態
を
予
測
し
て
懸
命

に
防
止
策
を
考
え
指
導
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
は
思
う
。

し
か
し
、
左
れ
る
と
つ
い

油
断
を
す
る
。

そ
れ
も
わ
ず
か
数
秒
、
数

分
の
こ
と
毒
の
だ
Ｉ

犠
牲
者
を
だ
さ
な
い
た
め

に
は
た
と
い
嫌
が
ら
れ
よ
う

と
徹
底
し
た
訓
練
が
必
要
な

わ
け
で
あ
る
。

浮
き
た
つ
よ
う
な
楽
し
い

ひ
と
と
き
。
楽
し
い
レ
ジ
ャ

ー
が
一
転
し
て
地
獄
図
に
な

ら
な
い
よ
う
に
本
当
に
周
到

な
用
意
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
、
海
や
川

そ
し
て
夏
山
な
ど
の
記
蛎
や

写
真
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
る

た
び
に
想
う
こ
と
で
あ
る
。〈

Ｙ
〉
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O Ｆ

ｆｑ

株 式会社

フレッシュな味。
神…の六甲牧場

六甲牧場

フプヨ☆ソ各コケ生牛
しり｜ごう種’１ク
ッング家トアヒキリ乳
シ・ル庭ミイ｜用｜
ユジトにツス用クム
牛ユ／クククリ
乳’スリリ｜
ス｜ｌム

ムム

☆
喫
茶
店
・
洋
菓
子
店
に
ノ

、こん ｡ 立て●

1３９
ノ

★ご用命しだい営業マンが直にお伺いします。

〒６５７神戸市灘区篠原南町６丁目１－２５
電話神戸（ 0 7 8 ）８０１－６０００（代表）

ＬＬ

潜り戸を通って
花" のおふくろさんの味を

花そうめん
みむろそうめん

天ぷら
おつくり
_嘘~Ｆどうふ

和風季節料理 え
１１：３０Ａ. Ｍ, ～８：Ｏ０ＲＭ、月曜日定休
さんプラザ地階恋3 3 1 - 0 0 8 7
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亀
惣

敗
残
者

封
書
か
ら
目
を
離
す
と
、
八
木
沢
は
視
線
を
戸
波
の
顔
に
移
し

た
。ど

ん
な
小
さ
な
か
げ
り
も
見
落
と
す
ま
い
と
、
そ
れ
は
眼
鏡
越

し
に
鋭
く
き
ら
め
い
た
。

（
な
ぜ
、
社
を
辞
め
る
の
で
す
か
）

瞳
が
、
問
い
か
け
る
。

小
さ
な
驚
き
と
疑
問
。
そ
し
て
、
な
じ
る
よ
う
な
い
ろ
が
、
そ

の
視
線
に
少
し
ず
つ
深
み
を
増
し
て
ゆ
く
。

（
そ
の
こ
と
は
、
も
う
い
い
じ
ゃ
な
い
か
一

眼
で
答
え
た
。

な
に
も
い
い
た
く
な
い
。
ど
ん
な
言
葉
を
選
ん
で
も
、
そ
れ
は

ウ
ソ
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
黙
っ
て
行
か
せ
て
く
れ
、
お
れ

の
好
き
に
さ
せ
て
く
れ
：
。
…
。

少
し
ず
つ
気
弱
に
な
っ
て
い
る
自
分
を
意
識
す
る
。

ふ
と
、
八
木
沢
の
瞳
が
た
ど
ん
だ
。

、 猛

口
連
載
小
説
〈
記

嘩

ま
珊
季
だ

（
わ
か
っ
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
か
）

あ
い
ま
い
な
微
笑
を
返
そ
う
と
す
る
。
そ
の
耳
に
八
木
沢
の
声

が
刺
さ
っ
た
。

「
や
め
た
い
人
は
、
さ
っ
さ
と
、
や
め
て
も
ら
う
こ
と
で
す
ね
」

、／

、

１
４０

／

&ｒｂ
〈
あ
ら
す
じ
〉
神
戸
に
君
臨
す
る
大
企
業
、
兵
庫
製
鉄
（
兵
鉄
）
の
公
害
を
な
く
そ

う
と
、
毎
朝
新
聞
神
戸
支
局
の
石
津
支
局
長
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画
、
取
材
を
す

す
め
て
い
た
。
昭
和
四
十
五
年
秋
の
こ
と
だ
。

仕
事
へ
の
情
熱
を
失
い
、
パ
ー
の
女
ユ
カ
と
の
情
事
に
お
ぼ
れ
て
い
た
戸
波
峻
記

者
も
、
十
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
買
わ
れ
て
参
加
す
る
。
た
ま
た
ま
酔
客
に
か
ら
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
助
け
て
や
っ
た
兵
鉄
秘
書
課
の
細
川
亜
紀
子
と
親
し
く
な
り
、
亜
紀
子

は
会
社
首
脳
の
新
聞
社
対
鞭
な
ど
を
そ
の
つ
ど
戸
波
に
知
ら
せ
て
協
力
す
る
。
和
紀

子
の
兄
も
記
者
だ
っ
た
が
誤
報
事
件
の
ワ
ナ
に
か
け
ら
れ
て
自
殺
し
た
の
だ
っ
た
。

兵
鉄
の
花
房
総
務
部
長
ら
は
二
人
の
関
係
を
か
ぎ
つ
け
、
亜
紀
子
を
工
場
勤
務
へ

と
配
置
が
え
す
る
。
新
聞
社
に
も
記
事
と
り
や
め
の
申
し
入
れ
を
し
た
ら
し
く
、
支

局
長
や
泉
田
次
長
ら
は
本
社
へ
喚
問
さ
れ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
掲
栽
直
前
に
中
止
と

決
ま
る
。

傷
心
の
戸
波
は
、
そ
の
夜
、
亜
紀
子
が
ひ
そ
か
に
ア
パ
ー
ト
幕
ら
し
を
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
疑
惑
を
深
め
る
。
真
相
の
つ
か
め
ぬ
ま
ま
酒
に
溺
れ
た
戸
波
の
帰
宅

を
待
っ
て
い
た
の
は
亜
紀
子
だ
っ
た
。
彼
女
は
キ
ャ
ン
ペ
Ｉ
ン
中
止
の
理
由
を
問
い

つ
め
、
「
新
聞
記
者
は
キ
ラ
イ
」
と
叫
ぶ
。
戸
波
は
激
情
の
中
で
亜
紀
子
を
な
か
ば

蝿
力
的
に
侵
し
、
絶
望
の
あ
ま
り
退
社
願
を
提
出
す
る
。
一
方
、
同
僚
の
八
木
沢
ら

若
手
記
者
た
ち
は
、
本
社
へ
直
訴
し
て
で
も
記
瑛
の
掲
職
を
実
現
し
よ
う
と
計
画
す

る
。

葉
月
一
郎

え
・
小
西
保
文
（
題
字
も
）
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記
事
の
掲
戦
を
や
め
た
こ
と
を
…
…
」

「
敵
っ
て
、
兵
庫
製
鉄
が
、
で
す
か
」

う
な
ず
く
。

八
木
沢
の
頬
に
、
小
さ
な
動
揺
が
走
っ
た
。

「
わ
か
り
ま
し
た
。
で
も
、
ど
う
し
て
、
そ
れ
を
…
…
」

秘
書
課
に
い
た
女
の
子
か
ら
聞
い
た
、
と
ま
で
は
打
ち
明
け
た

く
な
い
。

「
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
は
い
え
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
敵
は
手
ご

わ
い
。
そ
し
て
、
う
ち
の
上
層
部
に
近
い
、
と
い
う
こ
と
さ
え
わ

か
っ
て
く
れ
た
ら
、
そ
れ
で
い
い
よ
」

亜
紀
子
の
暗
い
価
が
脳
裏
に
走
っ
た
。
新
聞
な
ん
か
キ
ラ
イ
、

と
叫
ん
だ
悲
鳴
の
よ
う
な
声
も
よ
み
が
え
っ
て
く
る
．
…
．
．
。

振
り
切
る
よ
う
に
立
ち
上
が
っ
た
。

感
傷
は
、
い
ま
や
邪
魔
に
な
る
だ
け
な
の
だ
。

「
じ
ゃ
…
…
」

眼
で
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を
告
げ
る
。

心
の
中
で
、
こ
の
よ
き
後
推
に
ケ
ガ
が
な
い
よ
う
に
祈
る
：
…
・
・

給
仕
の
少
年
が
寄
っ
て
き
た
。
面
会
者
の
来
訪
を
告
げ
た
。

「
戸
波
さ
ん
、
女
の
ひ
と
で
す
よ
」

熱
っ
ぽ
い
直
感
が
走
っ
た
。

（
亜
紀
子
じ
ゃ
な
い
の
か
）

わ
れ
に
も
な
く
、
急
ぎ
足
で
入
口
へ
向
か
う
。
そ
の
薄
暗
い
ド

ア
の
角
で
、
見
お
ぼ
え
の
あ
る
表
情
が
待
っ
て
い
た
。

「
や
、
君
か
」

唖
紀
子
で
は
な
か
っ
た
。

思
い
も
か
け
ず
、
そ
れ
は
あ
の
ユ
カ
の
暖
か
い
笑
顔
で
あ
っ
た
。

「
す
い
ま
せ
ん
、
会
社
ま
で
来
た
り
し
て
：
…
・
」

恥
じ
ら
い
、
そ
し
て
、
全
身
で
恐
縮
し
て
み
せ
な
が
ら
、
ユ
カ

が
深
く
頭
を
下
げ
て
い
る
…
…
。

「
い
い
ん
だ
、
い
い
ん
だ
」

「
ゆ
う
べ
、
お
店
へ
来
て
頂
い
た
ん
で
す
っ
て
ね
。
ご
め
ん
な
さ

い
。
私
、
休
ん
だ
り
し
て
．
…
・
・
」

そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
、
さ
さ
や
く
よ
う
に
い
う
。
そ
れ
が
、
こ

よ
な
く
い
じ
ら
し
い
。

１
４

耳
を
疑
っ
た
ｃ

評
価
し
、
信
頼
し
て
い
た
後
飛
に
し
て
は
、
意
表
を
衝
く
こ
と

ば
で
あ
る
。
理
由
を
問
い
た
だ
し
、
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
に
説
得

し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
予
想
は
、
ピ
シ
ャ
ッ
と
平
手

打
ち
を
く
っ
た
の
だ
。

見
事
で
あ
っ
た
。

ぜ
り
ふ

い
か
に
も
、
ク
ー
ル
坐
依
記
者
ら
し
い
科
白
で
あ
る
。

（
新
聞
記
者
な
ん
て
、
孤
独
な
商
売
だ
よ
）

仕
事
の
あ
い
ま
に
、
あ
る
い
は
酒
の
席
で
、
後
輩
た
ち
に
語
っ

て
聞
か
せ
て
い
た
戸
波
自
身
の
こ
と
ば
を
受
け
て
、
八
木
沢
は
実

に
的
確
に
〃
お
返
し
〃
し
て
く
れ
た
と
い
え
る
。

「
そ
の
方
が
い
い
ん
で
す
。
す
っ
き
り
と
、
僕
ら
、
た
た
か
え
ま

す
か
ら
ね
」

そ
う
だ
。
そ
う
だ
っ
た
の
だ
。

へ
た
を
す
れ
ば
、
ケ
ガ
人
が
出
る
こ
と
も
承
知
の
う
え
で
、
彼

ら
は
本
社
側
に
抵
抗
す
る
と
い
う
。

い
い
加
減
な
気
持
で
、
そ
れ
に
参
加
し
て
い
た
ら
、
た
し
か
に

足
手
ま
と
い
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
ま
、
こ
れ
は
渡
し
て
お
き
ま
す
」

退
職
願
を
、
無
雑
作
に
内
ポ
ケ
ッ
ト
に
お
さ
め
る
と
、
八
木
沢

は
硬
い
微
笑
を
返
し
た
。

う
ら
や
ま
し
い
、
と
思
う
。

ひ
た
む
き
さ
、
純
粋
さ
、
妥
協
を
知
ら
ぬ
足
ど
り
．
：
…
、
八
木

沢
の
持
つ
そ
れ
ら
は
、
つ
い
数
年
前
ま
で
戸
波
自
身
の
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
。

引
き
返
し
た
い
衝
動
に
、
戸
波
は
激
し
く
襲
わ
れ
た
。
そ
れ

は
、
ま
る
で
郷
愁
の
よ
う
に
ひ
た
ひ
た
と
毛
穴
か
ら
心
の
中
へ
し

み
こ
ん
で
き
た
。

か
ろ
う
じ
て
、
こ
ら
え
る
。

「
し
っ
か
り
や
る
ん
や
な
」

「
わ
か
っ
て
ま
す
」

は
ず
み
を
つ
け
て
、
は
ね
返
す
よ
う
な
こ
と
ば
だ
っ
た
。
そ
こ

に
は
、
か
す
か
な
敵
意
さ
え
こ
も
っ
て
い
る
。

可
と
に
か
く
敵
は
、
も
う
知
っ
て
る
よ
。
ウ
チ
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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4２

戸
波
の
胸
が
、
ぬ
れ
た
。

「
よ
う
来
て
く
れ
た
な
。
晩
め
し
で
も
お
ご
る
よ
。
え
え
の
や

る
、
遅
う
な
っ
て
も
」

「
え
、
少
し
く
ら
い
な
ら
．
．
…
・
」

肩
を
抱
き
か
か
え
る
よ
う
に
し
て
、
支
局
の
階
段
を
降
り
た
。

て
の
ひ
ら

掌
に
、
ユ
カ
の
体
温
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

温
か
く
て
、
湿
り
を
帯
び
て
、
体
ご
と
許
容
し
て
い
る
肌
の
に

お
い
。
そ
れ
が
掌
を
通
し
て
、
ひ
た
ひ
た
と
戸
波
の
体
内
へ
流
れ

こ
む
．
何
側
ぶ
り
か
で
、
そ
の
幅
言
を
い
や
す
よ
う
に
Ｉ
。

（
新
聞
記
者
で
あ
る
こ
と
を
手
離
し
て
し
食
う
の
と
引
き
換
え

に
、
お
れ
は
、
こ
れ
を
得
た
ん
だ
）

そ
の
実
感
を
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
の
よ
う
に
掌
で
握
り
し

め
る
。急

に
、
海
が
兇
た
く
な
っ
た
。

砂
浜
を
歩
い
て
、
潮
風
で
酔
い
を
散
ら
し
た
い
：
…
．
。

「
ね
、
須
磨
へ
行
き
た
い
。
…
…
砂
の
上
を
、
は
だ
し
で
歩
き
た

く
な
っ
た
わ
」

口
に
出
し
た
の
は
、
ユ
カ
で
あ
っ
た
。

「
ほ
う
、
い
ま
、
お
れ
も
、
全
く
同
じ
こ
と
を
考
え
て
た
ん
や
」

「
ま
あ
、
う
れ
し
」

心
の
た
ご
む
、
あ
の
暖
か
な
笑
み
が
、
顔
い
つ
ぱ
い
に
広
が
っ

て
い
る
。

「
よ
し
、
善
は
急
げ
。
い
ま
か
ら
、
い
こ
う
」

「
う
ん
」

ま
る
で
十
代
の
恋
人
同
志
の
よ
う
に
、
手
を
と
り
あ
っ
た
。
胸

を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
、
歩
い
た
。

生
田
新
道
は
、
相
変
わ
ら
ず
華
や
か
に
動
い
て
い
る
。

酔
客
の
、
さ
ん
ざ
め
き
。
女
た
ち
の
嬬
声
、
都
会
の
け
だ
る
い

哀
愁
が
、
ネ
オ
ン
に
プ
リ
ズ
ム
を
か
け
て
い
る
…
…
。

生
田
筋
の
角
の
高
級
ク
ラ
ブ
か
ら
出
て
き
た
客
た
ち
が
、
ひ
と

き
わ
に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
を
あ
げ
て
歩
道
を
ふ
さ
い
で
い
た
。
店

の
外
へ
送
っ
て
出
た
ホ
ス
テ
ス
た
ち
と
た
わ
む
れ
な
が
ら
、
自
家

用
車
が
横
付
け
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
…
…
。

そ
の
中
心
に
い
る
巨
漢
に
、
戸
波
は
気
付
く
。

兵
庫
製
鉄
の
花
房
総
務
部
長
で
あ
っ
た
。

其
白
い
ド
レ
ス
を
着
た
、
長
身
の
ホ
ス
テ
ス
と
肩
を
組
む
よ
う

に
し
て
、
た
わ
む
れ
て
い
る
。
だ
い
ぶ
ん
酔
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、

足
元
が
覚
束
な
く
揺
れ
て
い
る
。
頬
の
筋
肉
は
、
ゆ
る
み
っ
ぱ
な

し
で
あ
る
。

戸
波
の
脳
裏
に
、
い
く
つ
か
の
シ
ー
ン
が
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し

た
。「

奥
の
座
敷
の
方
で
、
い
っ
ぱ
い
、
や
，
童
せ
ん
か
」
ｌ
初
対

面
の
夜
、
花
隈
で
に
じ
り
寄
っ
て
き
た
と
き
。

ま
た
酒
に
友
っ
た
。

ト
ア
ロ
ー
ド
沿
い
の
洋
酒
喫
茶
が
ふ
り
出
し
で
あ
る
。

店
の
ピ
ア
ノ
の
音
が
、
軽
や
か
だ
っ
た
。
専
属
ら
し
い
女
性
歌

手
の
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
も
好
ま
し
い
。

そ
し
て
、
戸
波
に
と
っ
て
、
こ
の
夜
の
ユ
カ
は
、
も
っ
と
好
ま

し
か
っ
た
。

相
変
わ
ら
ず
、
ｕ
数
は
少
な
い
。

し
ば
ら
く
訪
れ
て
く
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
不
満
ら
し
い

も
の
は
、
つ
い
に
一
言
も
漏
ら
さ
な
か
っ
た
。

こ
の
二
、
三
日
、
店
を
休
ん
で
い
た
こ
と
の
弁
解
も
、
し
よ
う

と
し
な
い
。
前
夜
、
戸
波
が
荒
れ
て
酒
に
溺
れ
て
い
た
の
は
知
っ

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
全
く
触
れ
な
い
。

一
つ
一
つ
が
有
難
か
っ
た
。

過
去
を
切
り
捨
て
、
置
き
去
り
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
い
ま

そ
う
い
う
ユ
カ
が
何
よ
り
の
友
で
あ
っ
た
。

ユ
カ
は
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
、
店
を
休
む
気
に
た
っ
て
い

た
。空

腹
だ
っ
た
せ
い
か
、
酒
は
早
く
回
っ
た
。
二
粁
目
の
、
北
野

町
の
ス
ナ
ッ
ク
を
出
る
こ
ろ
に
は
、
は
っ
き
り
と
酔
い
を
意
識
し

た
。そ

し
て
、
心
は
軽
か
っ
た
。
な
に
か
、
つ
き
も
の
が
一
気
に
落

ち
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
身
軽
さ
。
ふ
わ
ふ
わ
と
、
雲
海
を
泳
い
で

い
る
よ
う
な
快
さ
。
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１
４３

●
β
Ｊ
■
。

社
長
と
の
会
兄
前
、
い
ん
ぎ
ん
に
頭
を
下
げ
た
が
ら
「
折
角
の

機
会
で
す
。
ゆ
っ
く
り
話
を
し
て
い
っ
て
下
さ
い
」
と
笑
み
を
浮

か
べ
て
い
た
姿
・
…
：
。

あ
る
い
は
、
亜
紀
子
を
通
じ
て
知
っ
た
、
社
内
に
お
け
る
数
々

の
場
面
１
．

そ
の
ど
れ
も
が
、
総
務
部
長
の
肩
書
き
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。
策
略
に
満
ち
、
権
威
に
よ
り
か
か
り
、
柔
軟
丁
重
で
あ

り
…
…

が
、
い
ま
目
前
の
彼
は
連
っ
た
。

お
そ
ら
く
は
勝
利
の
美
酒
に
酔
い
、
勝
者
の
陶
酔
に
ひ
た
り
、
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会
社
の
攻
撃
な
ん
か
、
で
き
る
わ
け
が
な
い
よ
）

花
房
の
頬
に
は
、
明
ら
か
に
、
そ
う
書
い
て
あ
る
で
は
な
い
か
。

（
ま
、
一
杯
の
ま
し
て
や
る
か
ら
、
苦
心
談
の
お
粗
末
ぐ
ら
い
話

し
て
ご
ら
ん
よ
）
と
も
。

そ
う
い
う
仕
草
に
、
勝
者
の
余
裕
を
み
た
。
そ
の
余
裕
が
〃
敗

残
者
〃
で
あ
る
戸
波
を
い
ら
だ
た
せ
た
。

抑
制
の
き
か
な
い
鼻
血
が
、
本
人
の
意
志
と
関
係
な
く
一
直
線

に
噴
き
出
す
よ
う
に
、
戸
波
の
怒
り
が
爆
発
し
た
。

ユ
カ
の
手
を
振
り
放
す
と
、
そ
の
ま
ま
花
一
房
に
ぶ
つ
か
る
よ
う

に
接
近
し
た
。

左
手
で
背
広
の
襟
を
わ
し
づ
か
み
に
す
る
。

満
身
の
力
で
、
し
め
あ
げ
る
。

「
キ
、
き
み
、
な
に
す
る
ん
だ
」

答
え
る
代
り
に
、
い
っ
そ
う
力
を
こ
め
た
。

「
お
い
、
乱
鎚
は
、
よ
せ
」

こ
漂
し

そ
の
頬
を
め
が
け
て
、
右
手
の
拳
を
ふ
る
う
。

花
房
が
必
死
に
よ
け
よ
う
と
の
け
ぞ
り
、
眼
鏡
だ
け
が
宙
に
飛

ん
だ
。

「
や
め
て
」
‐
１
１
力
が
叫
ぶ
。

ホ
ス
テ
ス
た
ち
の
悲
鳴
が
、
交
錯
し
な
が
ら
耳
に
飛
び
こ
む
。

最
初
の
拳
が
ほ
と
ん
ど
空
を
斬
っ
た
こ
と
で
、
戸
波
の
怒
り
は

さ
ら
に
燃
え
た
。

息
も
つ
か
せ
ず
、
二
度
目
の
拳
を
ふ
る
お
う
と
す
る
。
そ
の
手

首
を
、
ガ
ッ
と
押
さ
え
ら
れ
た
。

は
が
れ

鋼
の
よ
う
な
力
だ
っ
た
。

「
離
せ
」

叫
び
な
が
ら
振
り
返
る
。
目
前
に
、
拳
闘
家
ま
が
い
の
、
い
か

つ
い
顔
が
あ
っ
た
。
薄
ら
笑
い
さ
え
浮
か
べ
た
そ
の
顔
は
、
有
野

社
長
だ
っ
た
。

「
く
そ
、
離
さ
ん
か
」

叫
び
が
終
ら
ぬ
う
ち
に
、
戸
波
は
舗
道
に
叩
き
つ
け
ら
れ
て
い

た
。識

ツ
リ
ー
大
粒
の
雨
が
、
そ
の
首
筋
に
当
た
っ
た
．（

つ
づ
く
）

’
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け
る
よ
う
に
し
て
近
づ
い
た
。

「
ほ
う
、
お
連
れ
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
」

度
の
強
い
眼
鏡
越
し
に
ユ
カ
の
方
へ
目
を
や
る
と
、
そ
の
ま
ま

ユ
カ
に
も
会
釈
し
た
。

「
い
ろ
い
ろ
と
、
ご
発
展
で
す
な
」

「
。
。
：
：
」

「
と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
、
い
か
が
で
す
か
。
例
の
件
、
私
ら
た
り

に
期
待
し
て
お
る
ん
で
す
よ
」

笑
顔
を
崩
さ
ず
、
や
や
小
腰
を
か
が
め
問
い
か
け
て
き
た
。

何
と
い
う
こ
と
だ
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
止
は
、
亜
紀
子
の
耳
に
さ
え
入
っ
て
い
た
。

世
り
ふ

こ
の
花
房
が
知
ら
ぬ
は
ず
は
な
い
．
漆
の
に
、
こ
の
科
白
１
．

明
ら
か
に
相
手
は
、
か
ら
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ダ
ウ
ン
寸
前
の
敵
を
コ
ー
ナ
ー
に
追
い
つ
め
て
、
決
定
打
を
く

ら
わ
す
で
も
な
く
、
か
と
い
っ
て
手
を
ゆ
る
め
よ
う
と
も
し
た
い
。

軽
い
ジ
ャ
ブ
で
少
し
ず
つ
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
て
ゆ
く
、
残
忍
な
ボ

ク
サ
ー
の
や
り
方
と
、
こ
れ
は
同
じ
で
は
な
い
か
。

形
容
し
が
た
い
怒
り
が
、
胸
の
底
か
ら
わ
い
て
き
た
。

だ
が
、
委
細
か
ま
わ
ず
、
と
い
っ
た
調
子
で
、
花
房
は
さ
ら
に

近
寄
っ
た
。

「
ど
う
で
す
。
そ
こ
ら
で
、
一
杯
や
り
ま
せ
ん
か
。
お
よ
る
し
か

っ
た
ら
、
お
連
れ
さ
ま
も
ご
一
緒
に
。
さ
、
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
」

「
結
構
で
す
。
急
ぎ
ま
す
か
ら
…
：
．
」

か
す
れ
た
声
で
、
は
ね
返
す
。
精
い
っ
ぱ
い
の
抵
抗
で
あ
る
。

「
い
や
あ
、
弱
っ
た
な
」

そ
こ
で
花
房
は
、
大
げ
さ
に
後
頭
部
を
か
い
て
み
せ
た
。

「
実
は
、
折
入
っ
て
、
お
願
い
が
あ
る
ん
で
す
よ
」

「
…
…
？
」

「
そ
の
う
、
例
の
記
事
で
す
ね
。
ど
ん
な
内
容
な
の
か
、
あ
ら
筋

だ
け
で
も
、
お
話
し
願
え
な
い
か
と
。
ま
あ
、
折
角
の
チ
ャ
ン
ス

だ
し
、
ど
う
で
す
。
そ
の
辺
の
お
座
敷
で
で
も
．
…
：
」

鼻
先
へ
顔
を
突
き
出
す
。
い
っ
そ
う
深
い
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

そ
の
笑
顔
を
、
戸
波
は
噸
笑
と
受
け
取
っ
た
。

（
ど
う
だ
い
。
お
前
さ
ん
た
ち
が
い
く
ら
も
が
い
て
も
、
ウ
チ
の
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☆
毎
月
大
変
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
当
会
社
の
社
長
が
神
戸

へ
旅
行
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
神
戸
は
す

ご
く
良
い
街
だ
と
ロ
ぐ
せ
の
よ
う
に
い
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
こ
の
本
を
醐
読
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
内
容
も
わ
か
り

や
す
く
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
卿
読
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
神
戸
の
出
身
者

だ
け
で
な
く
、
全
罵
の
人
々
に
愛
さ
れ
る

雑
誌
で
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
米
沢
市
本
町
２
丁
目

箭
酒
東
光
確
造
元
㈱
小
嶋
総
本
店
〉

☆
米
沢
の
お
酒
が
飲
ん
で
み
た
く
な
る
よ

う
な
嬉
し
い
お
便
り
あ
り
が
と
う
／
・
日

本
中
、
世
界
中
の
愛
さ
れ
る
神
戸
っ
子
に

t a l k a n d t a l k☆神戸っ子トラベルコーナー〈Ⅱ〉
神戸っ子海外旅行アトランダム

⑨神戸っ子愛読者優待海外旅行
１〈シンガポール・香港５日間＞
Ｙ185,000を薯108,000に
（定価）（愛読者サービス料金）
８月2 3 日（土）～８月2 7 日（水）
コース／大阪→シンカポール→香港→大阪
★毎朝食およびシンガポール・香港到着日の夕
食付

２〈ハワイ６日間〉
密17 6 , 0 0 0を薯13 8 , 0 0 0
〔定価）（愛読者サービス料金）
９月1 ｴ 日Ｃｌ●～９月1 6 日（火）
コース／大阪→東京→ホノルル→東京→大阪
★到着日の昼食のみ

３〈ハワイ６日間＞
密17 6 , 0 0 0を密12 0 , 0 0 0
（定価）（愛読者サービス料金）
１２月1 1 日（木）～1 2 月1 6 日（火）
ｺ ｰ ｽ ／大阪→東京→ﾎ ﾉ ﾙ ﾙ →東京→大阪
☆到着日の昼食のみ

４＜ヨーロッパツアー＞
①パリフリーコース薯2 2 8 , 0 0 0 （定員6 0 名）
１１月１日（土）～１１月９日（日）１０日間
②パリ・マドリッド・ローマコース
要3 0 8 , 0 0 0 （定員4 0 名）９月3 0 日（火）〆切

☆①～④までのコースのお申込みは月刊神戸っ子ト
ラベル係へ雷0 7 8（3 3 1）２２４６
５＜ボンジュール宮パリ８日間＞

パリ・フリーコース事1 9 8 , 0 0 0
Ａユ１月４日～1 1 日（定員1 4 0 名）
Ｂ１１月1 1 日～1 8 日（定員1 4 0 名）申込金３万円

旅行取扱い、お問合せ
近畿旧本ツーリスト神戸営業所
神戸市生田区三宮町エノ１交通センターピル
雲078（391）４８９１
または月刊神戸つ子トラベル係へ雷0 7 8 （3 3 1 ）２２４６
③ユニークな海外旅行
①南太平洋の旅
③ニューカレドニア８日
薯2 9 8 , 0 0 0 （全行程期・夕食つき）
９月４日（木）１０月９日（木）１１月６日（木）
蝿雛１日(木)２月5貝(木)３月２５

⑤ニューヵレドニァ
ニューヘプリデス８日
薯3 5 8 , 0 0 0 （全行程朝。夕食つき）
９月４日（木）１０月９日（木）１１月６日（木）
ｌ隅雰娯1固(木)２月5日(木)３月２５

◎ニューカレドニア・トンガ
フィージ－１２日
Ｙ4 9 8 , 0 0 0 （全行程３食付／自由行動の日は昼

食なし）
１２月2 5 ＨＣｐ昭和5 1 年３月1 8 日（木）出発

お問合せ日本旅行神戸中央営業所
生田区元町通１丁目4 8 雷3 2 1 - 4 5 3 1

蓑たは月刊神戸つ子トラベル係3 3 1 - 2 2 4 6
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１

し
た
。
来
月
か
ら
は
も
っ
と
早
く
お
届
け

し
た
い
と
思
い
蓑
す
。
ま
た
、
橋
本
明
さ

ん
は
、
神
戸
っ
子
編
築
部
員
で
し
た
が
、

今
は
、
家
庭
養
液
促
進
協
会
事
務
局
長
と

し
て
、
里
親
運
動
に
身
を
呈
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
誰
か
が
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
か
ら
と
一
生
懸
命

な
の
で
、
編
築
部
一
同
応
援
し
て
い
蛍
す
。

施
設
を
創
る
こ
と
だ
け
で
解
決
し
な
い
問

題
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、
福
祉
は
、

身
近
な
こ
と
か
ら
何
か
や
る
こ
と
が
大
切

な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
ネ
。
〈
編
架
部
〉

☆
前
略
。
こ
の
た
び
、
小
生
ど
も
の
開
き

ま
し
た
「
信
楽
穴
窯
四
人
展
」
を
お
取
り

上
げ
く
だ
さ
い
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

展
ら
ん
会
を
開
い
た
四
人
の
中
で
、
小

生
一
人
、
神
戸
っ
子
で
す
が
、
信
楽
に
は

他
に
三
人
の
神
戸
っ
子
が
住
み
つ
い
て
、

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
小
生
、
ず
っ
と
小

倉
千
尋
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
て
い
ま
し

た
し
、
ま
た
、
根
っ
か
ら
の
神
戸
っ
子

で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
神
戸
で
が
ん
ば
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
。
ま
た
一
度
ぜ
ひ
信
楽
に
お
こ
し
く
だ

さ
い
。
信
蕊
の
水
情
は
窯
業
試
験
場
に
勤

め
る
立
場
上
、
一
番
よ
く
心
得
て
い
る
つ

も
り
で
す
。
暑
い
折
柄
、
お
大
事
に
。

〈
滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町
黄
瀬
内
裏

河
井
宏
司
〉

☆
信
楽
の
神
戸
っ
子
の
み
な
さ
ん
。
が
ん

ば
っ
て
。
〈
編
築
部
〉

鰯

、弓

庁出哩

議ﾛガ
蕊幾. .

な
り
た
い
で
す
ね
。
〈
続
災
部
〉

★
神
戸
の
香
り
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
く
れ

る
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
洗
練
さ
れ
た
セ
ン
ス

，
の
中
に
、
何
か
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
温
暑
を

函
感
じ
る
雑
誌
で
す
。

サ
希
望
と
し
て
、
神
戸
で
生
ま
れ
、
ま
た

者
は
育
っ
た
画
家
東
山
魁
夷
氏
、
作
家
石
原

霊
慎
太
郎
氏
な
ど
の
方
々
の
『
神
戸
の
唾
償

子
出
」
印
象
な
ど
を
文
章
も
し
く
は
対
談
で

詫
掲
戦
い
た
だ
け
る
機
会
が
あ
れ
ば
と
思
い

神
叢
す
。

鉄
〈
和
歌
山
市
三
木
町
南
ノ
丁
１
番
地

中
原
和
也
〉

☆
唐
招
提
寺
陣
壁
画
展
が
神
戸
大
丸
で
開

か
れ
、
米
神
さ
れ
た
東
山
魁
夷
先
生
に
、
調

染
部
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
い
た
し
ま
し
た
。

〃
こ
れ
そ
神
戸
セ
ン
ス
“
と
い
い
た
く
な

る
ほ
ど
の
神
戸
毛
の
も
の
の
絵
。
神
戸
っ

子
の
市
民
感
光
に
つ
い
て
、
ま
た
、
東
西
文

化
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
お
話
を
伺
い
、

ま
た
そ
の
う
ち
神
戸
っ
子
読
者
の
た
必
に

ご
送
稿
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
歴
。
〈
編
集
部
〉

☆
前
略
。

神
戸
っ
子
の
編
築
ス
タ
ッ
フ
の
皆
棟
、

暑
い
中
を
ご
苦
労
嫌
で
す
。

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

七
月
号
は
い
つ
に
な
く
遅
く
、
ち
ょ
っ

と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
七
月
十
九
日

に
や
っ
と
手
許
に
届
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
神
戸
っ
子
の
中
で
橋
本
明

氏
が
と
り
あ
げ
て
こ
ら
れ
た
福
祉
の
テ
ー

間
そ
う
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
ら
し
い
。
実

の
あ
る
老
人
問
題
の
解
決
法
が
日
本
で
は

ぼ
ど
遠
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
入
れ
物

が
で
き
て
も
中
に
入
る
人
間
の
心
の
問
題

も
解
決
し
な
い
よ
う
で
は
、
本
当
の
福
祉

と
は
い
え
な
い
。
こ
の
問
題
で
は
僕
も
関

心
を
持
っ
て
い
蓑
す
。

〈
東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北
１
ノ
岨

秋
元
啓
一
カ
ッ
ト
も
〉

☆
７
月
号
遅
く
な
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
。

発
行
が
遅
い
う
え
に
、
発
送
事
務
の
方
法

を
変
更
し
た
た
あ
、
さ
ら
に
遅
く
な
り
ま

↓
、
は
、
世
界
の
福
祉
施
設
同
様
に
一
冊
の

水
に
ま
と
め
て
も
ら
い
た
い
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
僕
の
お
袋
が
熱

海
の
老
人
ホ
ー
ム
を
買
っ
て
住
ん
で
い
室

す
。
比
較
的
恵
ま
れ
た
施
設
の
と
と
の
っ

た
老
人
ホ
ー
ム
で
す
が
、
老
人
た
ち
は
働

こ
う
に
も
仕
眼
が
な
く
、
退
屈
を
も
て
余

し
て
い
る
人
た
ち
が
多
い
よ
う
で
す
。
老

人
た
ち
も
働
い
て
自
分
の
力
で
お
金
を
得

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
仕
事
が
な
い
の

が
現
状
で
す
。

恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
入
っ
て
一
日
何
も

し
な
け
れ
ば
よ
い
ん
だ
か
ら
文
句
な
い
じ

ゃ
な
い
か
、
と
い
う
人
も
い
室
す
が
、
人
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☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
銃
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
築
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

６
カ
月
分
一
三
○
○
円

１
年
分
二
五
○
○
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
求
め
の
時
に
は

左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

本
山
宝
盛
飽
東
灘
区
本
山

北
村
書
店
東
灘
区
御
影
中
町

南
天
荘
書
店
阪
急
六
甲
駅
２
階

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
階

ラ
ン
書
房
葺
合
区
布
引
町
４

神
戸
図
譜
生
田
区
古
湊
通
１

☆
発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
が
た

安
部
正
夫
小
林
秀
雄
竹
馬
準
之
助

朝
比
奈
隆
上
林
英
一
外
島
健
吉

青
木
重
雄
後
藤
末
一
一
直
木
太
一
郎

砂
野
仁
古
林
喜
楽
西
村
功

乾
‐
豊
彦
坂
井
時
忠
西
脇
親

石
野
信
一
雀
部
昌
之
介
中
巻
弘

石
野
成
明
佐
藤
廉
中
西
勝

榎
並
正
一
白
川
渥
難
波
還

牛
尾
吉
朗
新
谷
秀
雄
南
部
圭
三

岡
崎
忠
塩
路
義
孝
野
淫
幸
三
郎

小
曽
根
真
造
砂
田
重
民
畑
専
一
郎

小
野
一
夫
角
南
猛
夫
深
水
惣
吉

金
井
元
彦
竹
中
郁
福
富
芳
美

嘉
納
正
治
滝
川
清
一
松
井
高
男

嘉
納
毅
六
滝
川
勝
二
宮
崎
辰
雄

柏
井
他
一
田
宮
虎
彦
宮
地
裏
二

鴨
居
玲
田
中
健
一
郎
光
田
顕
司

貝
原
六
一
玉
井
操
村
上
正
二
郎

楠
本
憲
吉
田
辺
聖
子
百
崎
辰
雄

小
磯
良
平
陳
舜
臣
元
永
定
正

小
林
芳
夫
高
橋
孟
行
吉
哉
女

小
泉
徳
一
津
高
和
一
神
戸
青
年
会
議
所

神
戸
っ
子
と

出
会
う
時

八
少少

神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

灘
区
六
甲
山
西
谷
上
遍
副
０
３
３
３

凌
雲
荘

灘
区
六
甲
山
西
谷
上
湧
湖
０
２
２
３

☆
大
阪
の
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
ー
Ｆ
ロ
ビ
ー
〈
キ
オ
ス
ク
〉

大
阪
市
大
淀
区
大
淀
町
南
２
丁
目
２

露
佃
１
１
１
１

★
神
戸
の
喫
茶
店

に
し
む
ら
烈
俳
中
山
手
店

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
１雷

遡
１
８
７
２

に
し
む
ら
加
排
セ
ン
タ
ー
街
店

神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
二
画
順
０
６
６
９

バ
ロ
ン
ト
ア
ロ
ー
ド
店
電
弧
１
２
１
０

☆
神
戸
の
レ
ス
ト
ラ
ン

デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
（
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
）

神
戸
市
葺
合
薩
磯
知
通
４
画
刑
７
２
７
７

れ
ん
が
亭
（
ト
ァ
・
ロ
ー
ド
）画測

７
１
６
８

神
戸
市
生
田
区
下
山
手
通
２
丁
目
弘

ス
ー
プ
と
パ
ン
の
店
キ
ャ
ン
テ
ィ
北
店

神
戸
市
生
田
区
下
山
手
通
郵
緬
窄
６
６
１

蛸
の
壷

大
丸
山
側
日
東
館
北
側
画
狐
１
０
３
３

★
ス
タ
ン
ド
・
ス
ナ
ッ
ク
・
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

ク
ラ
ブ
小
万
生
田
東
叫
筋
中
島
ピ
ル

バ
ス
・
チ
ャ
ー
リ
ン
ト
ン
ト
ァ
ロ
ー
ド

ヌ
ペ
ー
ル
ト
ア
ロ
ー
ド
西
入
る

神
戸
時
代
北
野
町
ド
ン
フ
ァ
ン
阪
急
六
甲

１
４６

神
戸
っ
子
Ｎ
Ｏ
・
加

☆
発
行
／
即
年
８
月
１
日

☆
編
集
・
発
行
／
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
市
生
田
区
東
町
、
の
１

１
大
神
ビ
ル
７
階

雷
“
２
２
４
６
（
代
）

振
替
口
座
神
戸
四
五
一
九
六

頒
価
加
円

コ
ー
ペ
プ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
街

日
東
館
大
丸
前

漢
口
堂
三
宮
店
京
町
筋

海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

隆
司
書
房
新
開
地
本
通

漢
口
堂
書
店
湊
川
商
店
街

秋
田
百
文
館
長
田
区
腕
塚
町

神
戸
書
林
板
宿
バ
ス
停
前

★
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
戦
ご
希
望

の
方
は
編
築
室
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
神
戸
百
店
会
の
郡
務
局
は
月
刊
神
戸
っ

子
編
築
室
内
に
あ
り
ま
す
。

編
集

後
記

★
六
噸
山
の
あ
じ
さ
い
が
七
色
に
彩
る
時

磐
中
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

張
夏
に
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
こ
と
「
日
本

Ｓ
Ｆ
大
会
」
が
神
戸
で
開
か
れ
ま
す
。
作

家
の
筒
井
康
隆
先
生
と
ネ
オ
・
ヌ
ル
の
旗

手
た
ち
は
、
初
の
神
戸
大
会
に
意
気
さ
か

ん
星
降
る
夏
の
夜
に
「
Ｓ
Ｆ
」
談
義
も
粋

な
も
の
で
す
。
ご
椛
会
を
祈
り
蓑
す
。

〈
小
泉
康
夫
〉

★
東
山
魁
夷
先
生
に
神
戸
っ
子
の
市
民
感

覚
の
体
質
を
お
聞
き
し
て
、
誰
れ
で
も
が

素
直
に
、
素
朴
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
雑

誌
づ
く
り
を
し
た
い
な
と
浦
感
し
ま
し

た
。
あ
の
山
も
海
も
、
あ
の
背
の
色
も
、

神
戸
そ
の
も
の
で
す
ね
。
唐
招
醍
寺
障
壁

画
展
を
観
て
…
…
。
〈
小
泉
美
喜
子
〉

☆
売
ら
れ
た
女
の
哀
し
さ
な
ん
て
オ
レ
に

月
刊
「
神
戸
っ
子
」
は
思
い
が
け
な
い
と

こ
ろ
で
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。

☆
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
湾
測
３
５
３
５

☆
神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

神
戸
市
生
田
区
京
町
雷
測
５
１
１
１

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

神
戸
市
葺
合
区
浜
辺
通
園
皿
４
１
７
１

神
戸
タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

神
戸
市
波
止
場
町
１
番
地
中
突

露
咽
２
１
５
１

ホ
テ
ル
神
戸

神
戸
市
葺
合
区
熊
内
町
圏
卿
５
４
３
１

ホ
テ
ル
三
宮
セ
ン
ト
ラ
ル

神
戸
市
葺
合
区
布
引
町
雷
剛
５
０
３
１

神
戸
四
州
園

神
戸
市
生
田
区
相
生
町
露
抑
２
９
４
４

六
甲
山
ホ
テ
ル

神
戸
市
溌
区
六
甲
山
町
暦
剛
０
３
０
１

六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

は
分
ら
な
い
。
館
舌
と
虚
無
と
の
端
境
期

に
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
あ
や
か
し
の
う
つ
し

絵
に
ぞ
っ
こ
ん
惣
れ
込
ん
だ
オ
レ
は
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
を
幻
視
す
る
し
か
な
い
の
だ
。

〈
Ｓ
〉

★
ハ
ヂ
や
ら
ア
タ
マ
や
ら
義
理
や
ら
を
か

い
て
い
く
の
が
年
を
と
っ
て
い
く
、
と
い

う
こ
と
み
た
い
で
す
。
そ
れ
で
も
、
ワ
タ

シ
に
か
か
せ
な
い
の
は
、
オ
サ
ケ
と
人
間

（
早
＆
６
）
と
シ
オ
の
流
れ
と
ト
マ
ト
ジ

ュ
ー
ス
と
…
…
。
〈
井
上
久
代
〉

★
グ
ラ
マ
ー
で
モ
チ
ロ
ン
美
人
。
滝
話
の

声
も
魅
惑
的
。
そ
ん
な
彼
女
で
す
。
井
上

さ
ん
が
い
な
く
な
る
と
『
神
戸
っ
子
』
も

女
の
．
が
い
な
く
な
る
な
あ
と
言
わ
れ
、

同
感
と
私
も
恩
っ
と
り
ま
す
。
元
気
で

ね
。
〈
中
村
雅
子
〉

★
突
然
離
れ
た
古
巣
に
逆
戻
り
。
仕
事
に

乗
り
に
乗
る
こ
と
も
、
酔
い
つ
ぶ
れ
る
こ

と
も
、
す
べ
て
あ
る
ひ
と
つ
の
こ
と
に
結

ば
れ
る
。
こ
の
ご
ろ
そ
ん
な
こ
と
感
じ
ま

す
。
俺
は
あ
の
娘
の
何
だ
ろ
う
？
久
し

ぷ
り
に
あ
り
が
と
う
。
〈
か
は
さ
き
〉

★
過
飲
の
後
吐
き
だ
せ
し
人
間
ら
し
さ
に

胸
揃
む

〃
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
〉
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ステーキ＆
ドリシキング

１
１

黒牛
神戸市生田区中山手通２ｒ目3 9 の３６

ＴＥＬ２４１－３７３９

コーベ・ロレーライ
生田区北長狭通６丁目３９

ＴＥＬ３７１－ＯＯ８６

ピザ・パブピザ・パテオ
神〆I | 丁生田区尤町通’ｒＨ４９( 元町’蒋街）

ＴＥＬ３３１－９３７８

ｔ 家１ラタ火の鳥
神戸市生田区中山子通１丁目２７

ＴＥＬ２４２－ｌ３３０

馳鰯良繕耀ゴックスタッド
生田区山本通３丁目１８回教寺院前

ＴＥＬ２４２－０１３１

ス タンドくる実
’|:111区IIIlI呼皿１の７２
ＴＥＬ３３１６９８５

洋 酒の店キヤンテイ
神戸市生田区北長狭通２丁目３
ＴＥＬ３９１－３０６０．３９１－３０ｍ

スープとパン店キヤンテイオヒ店
村戸市生田区下山手j 通3 丁目8 9 T E L 3 3 1 - 3 6 6 1

D R I N K スネカジリッ子
ＳＮＡＣＫ神戸市生磁区下山手通２丁目

永晃ピルＢ１T E L 3 9 1 - 8 7 0 8

S t a n d & S n a c k サントノ一レ
テイー＆ドリンク生田区下山手通２丁自トア．ロード

ＴＥＬ３９１－３８２２

鷲l o 9 d e I F ｡ u 誉飢。サントノーレ
ルーレット教室神戸市生田区中山手通１丁目２４－７

ダイワナイトフラ.+僧6Ｆ･ＴＥＬ241-1710.221-3886

素 舌洞でつさん
神〆『ｉｆ' k I 1 1 1 > < 北及狭迩１丁日２５８

ＴＩｇＬ３３１６７７８

ＳＴＡＮＩ〕マシニェケナダ
生田区下山系j 唾２ｒＩ１ちやいなタウン地下

ＴＥＬ3 3 1 - 5 5 8 7

ス ナックＧＡＳＴＲＯ
神戸市4 k I Ⅲ区中山手辿３－２０

トーアマンションＴＥＬ２３１－Ｏ７２３

ティー＆パブ診､ ｳ スバスチャーリントン
' k l I I K . 北1 ざ狭j 山2 ｣ 1 1 （トアロート）

ＴＥＬ３３２－１１２５

エドワーズ倶楽部
神戸市生田区北長狭通１~ ｍ２８

ホワイトローズビル５．６Ｆ生田新道ＴＥＬ3 9 1 一3 3 0 0

サ ロンアルバトロス
生田区中山手通り１丁目2 4 の７

大和ナイトプラザ２Ｆ－ＢＴＥＬ( 2 3 1 ) 3 3 0 0

ｏ １ｕｂさち
神戸市生Ｈ１区中山誰埋２丁目７５

ＴＥＬ3 3 1 - 7 1 2 0

＠ ’“ｂなぎさ
神戸市生田区北艮扶煙２”l ＴＥＬ３３１－８６２６

ｏｌｏｂ蕗くふき〉
神〆市生I 1 I 区下山乎述２丁目ＴＥＬ３９１－１５１５

く らぷぶ↓ず、ん
三宮龍田新道浜ｲ 則中央ＫＣＢビル５Ｆ

ＴＥＬ３３] －８５９３

§１Ａ．；ＭｏｏｒｌＬｉｇｈｔ
ｌ３人Ｒ．I ｡ ' 労' - 3 3 1 - 0 8 8 6 . 3 9 1 ２６９６
〈: l ⅡI , . ' ･ 砿1 . 3 3 1 0 1 5 7

ク ラブるふらん
抑〆市' H l I I え北及狭辿１J ･ 目５３ＴＥＬ3 3 1 - 2 8 5 4

☆ＳＴＡＮＤ＆ＳＮＡＣＫ
ｌ‘レツ＆ベルビュ。ドール
レムトラ〆

神ノガI1r''二111Ｋ'''１１１族逆２rlllOl大洋ビル２Ｆ
ＴＩ､ ：Ｌ３２１５６７７

ス タンド英国屋
′l Z I I l Ⅸドl I l 派辿２６キ1 Ｗタクシー柵

ＴＥＬ３３１１１００．３３１６６００

洋 澗ハウス雑貨屋
生l I I l えド1 1 1 系辿２J ・ＩＩＢの６

( ' ｋｌＩＩ斬逝‘f I l j ”ｸ ｼ ｰ 繊Ｉ: る) T E L 3 2 1 - 0 2 6 0

ス タンドグラムーノレ
喉ⅡI 施岬ピル地味ＴＥＬ３３１４６３７

神戸のうまいもんとドリンキングま ンＩ い と
☆日本料理
誰岐名代うとんあこや亭

神戸市舞合Ⅸ旗塚ｊｍ７－５ＴＥＬ２３１－６３００
トアロード店ＴＥＬ３９１－２５３８
兵庫駅前店ＴＥＬ5 7 5 - 5 3 0 6

和 食〈れなし、
‐ﾐ宮惟1 1 1 新道浜側中央

ＫＣＢビル２ＦＴＥＬ３３１－０４９４

か っぽう花〈ま
神戸市生肌区花隅1 1 1 ｣ .４５

ＴＥＬ３４１－Ｏ２４０

撫職騒灘郷,，篭磯二縦味酉
る里お茶1 ｈ．おむすび、

鍋もの、 ' 3 、
神JfIIj'k I I I K北陵挟辿２〃]１

T E L 3 3 1 - 5 5 3 5

た こ峡たちばな
皇桝センター街( I L j 柳筋）ＴＥＬ３３１－０５７２

北海道郷 k 料理蝦夷
神ﾉ『市′側川えIlIll呼辿11.11115
生剛瞬刺ＩＩｊ筋束門会館ビル１階

ＴＥＬ3 3 1 - 7 7 7 0

カニ料，＆婆婆羅（ばさら）
抑IrIlj'1:川Ⅸ北lを狭ｊｍｌＩＩＩ１８

輔阪急. i j W I I北1 1 1 ﾘ ﾚ ｲ ｼ ポー プﾗザ１．２Ｆ
ＴＥＬ３２]－６３６３

璽 蒋瞳 ｳ 曇瀬戸
神戸市生田区山本通３丁目2 7 の９
瀬戸ピル１ＦＴＥＬ２２１－６Ｒ４８

レ ストラン男爵
神ﾉ ｧ 市盤田区中山画一1 8

山罪第一ビルＩＦＴＥＬ２４１－０７７８
ｍａｉｓｏｎｄｅ 花 屋敷ｌａ面､ ｡ｅ

三樹フラワーロート市役所･ 前
ＴＥＬ2 5 1 - 2 1 0 9

鉄 板グリルきゃんどる
神戸市生田区北長狭辿２－２２

ＴＥＬ3 3 1 - 1 1 8 3

1 / ストランキングスァームス
神戸市葺合区磯辺辿４－６１

ＴＥＬ2 2 1 - 3 7 7 4

鴬 # 犀 i と皇胤井戸のある家
生田新道新世紀南
ＴＥＬ３３１－５６６４

レストランムーンライト
三宮・生田新道

ＴＥＬ3 3 1 - 9 5 5 4
グリル･ 鉄板焼 月

神戸市生田区北長狭通１－２４
生旧神社前ＴＥＬ３３１－２５０９

ＢＡＲＢＥＣＵＥ－Ｌ 段＆ＳＴＥＡＫノ、
生田区元町通３丁目
ＴＥＬ3 3 1 - 2 1 0 8

レ ストランスィスシャレー
神戸市生田区北野町３丁目4 8 アニルドマンションｌＦ

ＴＥＬ２２１－４３４３

レストランハィゥェィ
神戸市生田区下山手２－２０

ＴＥＬ３３１－７６２２

ピ ﾂ ﾂ ｱ ﾊ ｳ ｽ ピノツキオ
神戸市生田区中山手２１０１

ＴＥＬ3 3 1 - 3 5 4 5

レ ストランフシク東店
神戸市生田区栄町１－５－３

ＴＥＬ3 2 1 - 3 2 0 7
ピザ＆ ガ ノレの店スパヶテｆ

葺合区琴緒町５丁目１－７
西山ビル1 ＦＴＥＬ２４１－９０２５

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ グリノレ青山
神戸市生田区中山手通２丁目１１２－２

（トアロード）ＴＥＬ3 9 1 - 4 8 5 8

レ ストランフシク神戸店
神戸市生田区栄町通２丁目２４

ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 5 3

メ キシコ小料理亭テイファ－ナ
神戸市生山区中山手j 過】 J ~ 目 4 ﾉ 1 2 バールコーポラスビル１r

T E L 2 4 2 - O O 4 3

と スト ｡ ﾗ ｰ ﾝ アボロン
プイーハーフー 神戸市葺合区八幡通５丁目６

ＴＥＬ２５１－３２３１

ﾚ ｭ ﾄ ﾗ ＞爆鳴戸黛閏跳戯
ＴＥＬ2 2 1 - 8 5 4 7 . 2 3 1 - 3 3 1 5

鈴ﾎ 脇じ: ＥＳＡＮ－ＭＯＮ三門
神〆市'腹1 1 1区I 1 i l l l耐皿Ｚ１~１１９８ノ９９

ＴＥＬ３３１５８１７

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ れんが亭
神戸市生田区下山手通２丁目３４

ＴＥＬ３３１－７１６８

レストランセントジョーージ
神ﾉｫ『I f 4 I z H l I超北野町１１. IＩ１３０

ＴＥＬ２４２１２３４

ＣＡＦＥミ音楽の家" ＥＴｴ ﾄ ﾜ ＴＯｌＷＨＩＳＫＹ
神戸市生田区三宮町３丁目三宮センター街西入口

スカイトアピル３ＦＴＥＬ３３２－１７５５

ドイツ風
音楽レストラン

☆喫茶

冒一水上色にしむら劫ロ誹店
中山手店・神戸市篭田区中山手通１J ~ 目７０

ＴＥＬ２２１－１８７２．２３１９５２４
センター街店・神戸市生ﾛ I 区三宮ⅢT ２丁目３５

ＴＥＬ３９１－０６６９

北野店・山本通2 丁目９ＴＥＬ2 4 2 - 2 4 6 7
（会員制）３Ｆ恥務所ＴＥＬ２４２－１８８０

喫 茶ガ－デニァ
神戸市生田区東町1 1 3 - 1 大神ピル1 Ｆ

ＴＥＬ３２１－５１１４

伽 排モーツアノレト
神戸市生田区山本通２丁目9 8 グラ､ ′ドマンションｌＦ

ＴＥＬ２４１－３９６１

ティー＆ス ナックサボテン
神戸市生出区中山手通２丁目

（神戸女子短大前) ＴＥＬ2 4 1 - 7 0 6 0
☆ｃｌＵｂ

姫スナック＆ドリンク
神戸市生田区中山手通１丁目１８

ＴＥＬ２２１－ｌ９５０

ｶ ｸ ﾃ ﾙ ﾗ ｳ ﾝ ｼ ﾞ サヴ・ォイ
商采1 1 1 側テキのJ n l f 北

ＴＥＬ３３１２６１５

ＤＲｌＮＫＩＮＧＩＳＡﾊRToF1｣r・黙,i約川船趣?r愚
ＩＪｌＩＯＮＥＯ７８２４１７３２０

ビ ジービースナック
神ノ『11iﾉlzlllI;f【''11Ｊ喉２ｊ－１Ｉ

ＴＩ§Ｌ3 9 1 4 5 8 2

膳 滴際ボノレド
′I4lIl斬逆浜(1'1113央ＫＣＢビルＢｌ'ず

ＴＥＬ３３１３５７５

Ｗｊｎｅａｎｄ 珍 地理屋ｓｏｍｅｔｈｉｎｇ 抑ノrIIf'1zllIIXIImIIlf辿１１．１１２４７
大和ナイトフラザ 1 F T E L 2 4 2 0 2 8 8

サ ロン神戸時代
とkl I l ば中I l I 獅皿r l l 2 8

シＪｈ･ トゥコ１､ ブキビルＴＩﾖ L 2 4 2 3 5 6 7

☆西洋料理

フ

ク 山荘
神戸市生田区北長峡辿１丁目２２

ＴＥＬ３９１－５８２３

ド 紋
神ﾉｒＩＩｒ' k l I I 1 g f 化及扶述】ｊ､ １１４１１ﾚ ﾝ 〃筋

ＴＩ. ：L 3 3 1 - 8 8 5 8

ク 興志務楽亭
神戸市生田区山本j m ２丁目6 0 バールライフＢＩ

ＴＥＬ２４２－１９７７

Ｚ＝十

千ラタワ

抑ﾉ r I l 『』E I l I 区Ｆ山脈辿り2 ｣ ･ Ｍ２１
ＴＥＬ３９１－ｌＯ７７

Ⅲ ｂ飛鳥
側リ’市' } 詮剛区中l l l r ろ１１.ＭＩ１７

ＴＥＬ３３１－７６２７

“ し′ ｣ 、万
神ノ，I 1 j 坐1 1 1 以来I 』' 1 筋中勘ビル３Ｆ

ＴＥＬ３９１－０６３８．４３８６
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劃

、（Ｌ＝

~

醐

＝－

鴬

ノ

ｂ 、１
壷
司

一 叩ｔｉｑｕｅ
ｓｅｒｉｅｓ
｢ 元而| 木の玩具

世

一

藤谷明正
く牒谷明正デザイン搭務所＞

五年前渡欧の際､ スウェーデン
で小さな木馬をみつけた。シン
プルな形と木肌のやさしさに魅
せられて買った。木の玩具に興
味をもったきっかけである。
娘佳代誕生後はカタカタと音

の出る円いおしゃぶりにはじま
りその成長とともに数をまして
いった。しかし娘は親の気持に
関係なくプラスチック玩具にも
大いに興味を示し木の玩具とい
っしょに遊んでいる･ ･ ･ …。
コーヒーの味わいと木の玩具、

そこにくつろぐ静かな時間の経
過がある。
センター街バロンにて
カメラ／米、定職

零
＆

﹇
・
い
〃

手
鈎
二二Ｆ＝宇

鱗一
豊里一。邪〃

2ﾙ？

、

魁

☆雄削風喫茶・レストラン二滴きんブラザ府
ＴＥＬ３９１－１７５８ＡＭ１１：００～ＰＭ９：００迄

★コーヒーショ. ソブトア・ロード店
ＴＥＬ３９１－Ｉ２１０ＡＭ１０: 0 0 ～P M 9 : ００迄

☆コーヒーショップセンター街店
ＴＥＬ3 9 1 - 1 3 7 5 ＡＭ１０: ００～ＰＭ９: ００迄

湾Ｌ
■
．
号

目Ｐ蟻 毎
可
“ 己』

図 壷１１，

U酎廻

ａ

海山
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さ
き
が
け

詞

ノ

苧
リ
カ
テ
ッ
セ
と

☆ＴＯＷＮ ＲＥＰ○ＲＴ☆☆☆☆☆☆☆☆７４詞鈴☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

戸･ 街･ ＳＨ○ＰＰｌＮＧ･ 味･ 散歩ネ申
海
の
幸
の
七
色
て

ん
ぶ
ら
〃
あ
げ
も
の
弁
当
〃
が
各

一
○
○
○
円
。

弁た神焼げ菜ス高げメ円 （
さ
き
が
け
一
富
士
】

☆
世
界
の
食
料
品

ト
ァ
ロ
ー
ド
公
３
３
町
副
３
５

何
も
か
も
本
格
的
な
手
づ
く
り
。

ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
を
は
じ
め

ハ
ム
、
ベ
ー
コ
ン
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な

ど
味
は
天
下
の
逸
品
。
デ
リ
カ

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
西
口
ス
ヵ
ィ
ト

ー
ア
ビ
ル
４
Ｆ

盃
３
９
２
１
２
０
８
８
㈹

暑
い
毎
日
、
す
っ
ぼ
ん
料
理
で

こ
の
夏
を
の
り
き
っ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
つ
く
り
、
ま
る
鍋
、
お

じ
や
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
、
三
三
○
○

地
の
も
の

旬
の
味
を

袖
叩
一
月
ら
し
く

☆
和
風
ふ
ぁ
み
り
い
れ
す
と
ら
ん

イ

ジ
】

ノ＄
灘
区
水
道
筋
六
丁
目
バ
ス
停
前

容
８
０
１
１
４
４
６
６

ツン奥う多アいちなンテ
チドのでいンうやくのツ
コイサすよもうとつでセ

｡

ｌ
ナ
ー

で
、
豊
か
な
風
味
が
味
わ
え
ま
玄

種
類
は
サ
ー
モ
ン
、
ハ
ム
、
チ

ー
ズ
と
三
種
類
。
神
戸
ら
し
さ

に
あ
ふ
れ
た
お
店
で
す
。

そ
う
な
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
が

た
く
さ
ん
。

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が
楽
し
く
な

り
思
わ
ず
オ
シ
ャ
ベ
リ
が
は
ず

み
ま
す
。
マ
ス
タ
ー
の
前
田
さ

ん
の
ヒ
ゲ
も
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク

で
す
。

ゼ
ー
フ
ニ

ｉ
ム
や

チ
ニ
ア

咲
く
窓

ら
今
日

元
気
な

ハ
イ
ジ

の
声
が

聞
こ
え

そ
う
な

そ
ん
な

イ
ジ
の

店
に
は

つ
ぺ
が

☆
ス
イ
ス
菓
子

津、
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お
店
の
名
の
響
き
も
、
と
っ
て
も
き
れ
い

な
ア
ダ
ル
ト
セ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
た
お
店
で

【
八
千
草
悪

ト
ァ
ロ
ー
ド
盆
３
３
１
１
２
５
２
８

ミ
セ
ス
が
美
し
い
と
い
う
こ
と
は
神
戸
の

特
長
で
す
ね
。
ト
ア
ロ
ー
ド
の
八
千
草
は

す
。
暑
い
夏
こ
そ
き
り
つ
と
し
た
美
し
さ

が
目
立
つ
も
の
…
。

早

☆
高
級
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ

～

薗命ｎ斗一！

☆
舶
来
雑
貨

卓
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
ベ
ニ
ー
〕

国
際
会
館
１
階
念
２
２
１
３
３
２
７

あ
な
た
だ
け
の
香
り
を
着
て
み
ま
せ
ん
か
。
香
り

は
ひ
と
り
、
ひ
と
り
の
体
質
に
よ
っ
て
変
わ
る
デ

リ
ヶ
；
ト
な
も
の
。
世
界
の
香
水
が
揃
っ
て
い
る

べ
一
一
・
で
香
り
の
お
し
ゃ
れ
を
。
男
性
用
も
揃
っ

て
い
ま
す
。
個
人
的
ギ
フ
㈱
と
し
て
も
香
り
は
鎧

も
贈
る
人
の
セ
ン
ス
を
た
だ
よ
わ
す
も
の
で
す
。

調鶏｜
皇塁響

一

☆
マ
ソ
．
ン
ブ
テ
メ
ッ
ク

《
シ
ヤ
ス
》

国
際
会
館
１
階
シ
ョ
ッ
ピ
ン
望
ｉ
ケ
ト

盆
２
５
１
‐
，
．
８
１
６
１
内
線
３
２
１

汐
風
に
帆
を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
滑
く
る
よ
う

に
走
る
ヨ
ッ
ト
。
セ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
む
シ
ー

ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ャ
ス
の
季
節
で
す
。

州
人
珊
，
一
ノ
ト
ン
ブ
レ
平
Ⅱ
水
裂
ベ
ル
ト
仏

ポ
‐
卜
川
時
帥
（
独
永
ク
タ
ィ
狸

ス
カ
ー
Ｚ
ス
イ
ス
ヨ
シ
・
鵬
珊
ベ
ン
チ
レ
ク
‐
間

‐
マ
リ
ン
ア
ク
セ
サ
Ⅱ
各
諏

ざ
屯
。
〃
存
Ｌ

ｃ
’
北
・
肝
１
ｒ
４
皿
■
｜
”
郡
全
叱
．

．
、
舎
詮
、
α
・

一
一
一
》
画
一
凡
一
句
鍛
恥
蛤
奄
●
虹

・
松
‐
￥

ｰ ーー
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弔由

／

－

ち
く
せ
ん
で
き
わ
や
か
な
夏
の
ひ
と
と
き
を
…
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[Dl呂

】|営

号中お見舞申しあげます昭和5 0 年盛夏☆春にオープンした“ブランコ，，が初めての夏を迎えます。ママのとも
子さんは夏バテも知らず毎日頑張っているのですが、夏は仲々日が蕪れ
ないのでお客さまの出足も遅くなりますねえ……といささかうらめしげ。
だから、もし、あなたが開店早々にお店へ行けば大歓迎をしてもらえる
のはまず間述いないでしょう。ｒ値段を安くして、気軽に飲めるお店に
したい」というのがとも子さんのモットーですが、年配の人も若い人も
静かにお酒が飲めて、気楽に語り合えるアットホームなお店なのです。
☆ボトル／カティーサーク￥9 . 0 0 0 オールド、Ｇ＆Ｇ各Ｗ, 0 0 0
水訓／カティーサーク￥6 0 0 オールド、Ｇ＆Ｇ各￥5 0 0 、おじや￥6 0 0
他に軽食もあります。
５：３ＯＰＭ. ～０：３０A , Ｍ、年中無休

港のヨーコ、見をかつたかって－
“ウッドハウス”には､ かわいい娘がたくざんいるから分んないよ－
髪の長い娘だって－
ヨーコといってもたくさんいるし、あの娘もあの娘もヨーコだし。ひ
とりひとりきいていたら、‘‘ウッドハウス崎で朝をむかえるぜノ古い
活なら、長谷川クンにきいてみな－彼なら何でも知ってるぜ。とこ
ろで、あんたその娘の何なのさ－とにかく、必ウッドハウス雨へ来
てさがしてみたら、いいじゃん。
☆営業時間のお知らせ。平日／5 ：００P . Ｍ～２：００A . M ･ 日噸／6 ：００P , Ｍ
~ O ：0 0 A Ｍ，年中無休
ビール（小）￥3 0 0 水割り（オールド）￥4 0 0 フィズ￥5 0 O おつまみ
￥1 0 0 スパケティ￥4 0 0 ピラフ￥4 0 0 ほか。

☆“ジョイフル，’は小さなお店です。お客様は静かなムードにひたりな
がら飲んでおり、アベックや女性同士も多いのです。ひとりカウンター
のすみで何かを考えながら飲む人も少なくありません。遊びなれた人に
どこかいいお店はないかとたずねたらその人は“ジョイフル”を教えて
くれました。そう“ジョイフル伽は新しいお店を開拓したいと思ってい
る人たちのお店です。まだ幼なきの襲っているママと少年っぽい女の子た
ちがお客様と共に楽しんでいます。ヤングからミドルエイジまで気がる
に来れるお店なのです。みのがさないで／
☆リザープキープ、カティーサークキープ、ホワイトホースキープ
各￥8,000
６：０ＯＥＭ. ～１：００Ａ. Ｍ‘日曜日休み

☆本格的な夏の到来ですが、こんなときこそスタミナのつく食事をした
いものです。ステーキハウス“山崎”へいらっしゃいませんか。股上級
の神戸肉と新鮮な生野菜は夏をのりきるエネルギー源。もちろん、その
味は、こと味に関してはうるさい神戸っ子たちにも定評があります。そ
れだけではありません。落ち蒲いた雰囲気、それに、各種のワインも揃
っていますので、ゆっくりとお食事を楽しんでいただけます。また、あ
らかじめ予約をしておきますと奥のボックス席が利用できますので3 0 名
ほどのパーティーには喰適です。家族づれ、友人同士、グループなどの
会合にぜひご利用下さい。
☆姫上級神戸肉ステーキ￥5 , 0 0 0 サーロインステーキ￥3 , 0 0 0 テンダ
ーロインステーキ￥3 , 0 0 0 J に海老のバター焼き、アワビのパター焼き、
ビール￥3 0 0 ボトル（ＯＬＤ）￥5 , 0 0 0 ボトル（ホワイトホース) 、

ｺ
プｦｻnF）

３

ボトル（カティサーク）各￥7 , 0 0 0
５：００Ｐ. Ｍ岸２：００Ａ. Ｍ・日附日休み

ウッドハウスフ・ランコ ウブドハウヌ

－７応ﾑ ｰ ﾝ ﾗ ｲ ﾄ ﾉ 阪急三宮駅 [Dl呂
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